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Ⅰ.目的
　生後3〜4ヶ月の乳児をもつ母親の育児ストレスと

コーピング特性の実態及び関連を明らかにする。

Ⅱ.研究方法
1.対象者

　対象者は、生後3〜4ヶ月の乳児をもつ母親である。

2.調査項目

　調査項目は、母親の属性、育児ストレス、コーピング

特性である。母親の属性として、年齢、職業、出産経験、

母親の既往歴・妊娠中の治療歴、育児協力者の有無等

を尋ねた。育児ストレスの測定には、日本語版PSI（日

本語版ParentingStressIndex：以下PSI）を用いた。

コーピング特性はBSCP（BriefScales forCoping

Profile：以下BSCP）を使用した。

3.データの収集方法

要旨
　生後3〜4ヶ月の乳児をもつ母親の育児ストレスとコーピング特性の実態を明らかにすることを目的とした。生
後3〜4ヶ月の乳児をもつ母親に対し、質問紙調査を実施した。三重県立看護大学倫理審査委員会の承認を得て
行った（通知書番号166302）。質問紙を配布した408名のうち、276名を有効回答とした（67.6%）。育児ストレス得
点は、専業主婦、年齢が35歳以上、既往歴・妊娠中の治療歴がある母親の得点が、対照群に比べ有意に高かった。育
児ストレス得点と、コーピング特性の「解決のための相談」、「気分転換」得点に負の相関があり、「他者を巻き込んだ
情動発散」、「回避と抑制」得点に正の相関がみられた。専業主婦、年齢が35歳以上、既往歴・妊娠中の治療歴がある
母親の育児ストレス得点が、対照群に比べ有意に高かった結果から、専業主婦、年齢が35歳以上、既往歴や妊娠中
の治療歴がある母親の身体・精神状態に注意し、育児ストレス軽減のための援助を行う必要があると考えられ
た。育児ストレス得点とコーピング特性の得点の正の相関関係の結果から、「他者を巻き込んだ情動発散」、「回避と
抑制」のコーピング方略を多く用いる母親ほど、育児ストレスが高い傾向にあることが考えられた。また、負の相関
関係の結果から、母親が「解決のための相談」や「気分転換」のコーピング方略を用いることは、育児ストレス軽減に
つながる傾向にあることが示唆された。

　協力施設の1ヶ月健診に訪れた母親に調査協力を依

頼し、児の月齢が3〜4ヶ月の時期に質問紙調査を実施

した。研究対象者への調査依頼期間は平成29年1月〜

平成29年6月、調査用紙配布期間は平成29年3月〜平成

29年8月、調査用紙回収期間は平成29年3月〜平成29

年9月であった。

4.分析方法

　母集団を、属性の項目ごとに2群に分け、各群のPSI

得点およびBSCP得点のt検定を行った。また、PSI得点

とBSCP得点の相関係数を算出した。

5.倫理的配慮

　本研究への同意は自由意思に基づくものであるこ

と、個人情報の保護について対象者へ伝えた。本研究

は、三重県立看護大学倫理審査委員会の承認を得て

行った（通知書番号166302）。
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歴の有無の項目について、有意な差がみられた（表1）。

2）母親の属性の項目ごとのBSCP得点の平均値の比較

　母親の属性の項目ごとのBSCP得点のt検定におい

て、夫以外の育児協力者がありの母親のBSCP「解決の

ための相談」得点（9.8±2.0）は、夫以外の育児協力者が

なしの母親の得点（9.2±2.0）に比べ、有意に高い結果

となった（p=0.009）。

3.PSI得点とBSCP得点の関連

　PSI得点とBSCP得点の相関係数を算出した結果、

PSI得点とBSCP「解決のための相談」、「気分転換」得点

に負の相関があり、「他者を巻き込んだ情動発散」、「回

避と抑制」得点に正の相関がみられた（表2）。

Ⅲ.結果
1.対象者の概要

　408名のうち、289名から質問紙を回収し、質問項目

の記載漏れ等のない276名を有効回答とした（有効回

答率67.6%）。母親の年齢は20代が91名（33.0%）、30代

が175名（63.4%）であった。母親の職業は有職者が147

名（53.3%）、専業主婦が129名（46.7%）であった。初産

婦が134名（48.6%）、経産婦が142名（51.4％）であった。

2.母親の属性とPSI得点およびBSCP得点の関連

1）母親の属性の項目ごとのPSI得点の平均値の比較

　母親の属性の項目ごとのPSI得点のt検定において、

母親の年齢（35歳未満か35歳以上）、母親の職業の有

無、母親の妊娠前の既往歴の有無、母親の妊娠中の治療

Ⅳ.考察
　母親の属性ごとの育児ストレス得点の平均値の比較

の結果から、専業主婦、35歳以上の母親、既往歴およ

び妊娠中の治療歴のある母親の身体・精神状態の把

握、産後の育児支援状況を確認し、育児支援事業の情報

提供や家族への育児協力を促す教育的支援など、母親

の育児ストレス軽減のための援助を行う必要性が示唆

された。

　育児ストレス得点とコーピング特性の得点の負の相

関関係の結果から、母親が「解決のための相談」や「気分

転換」のコーピング方略を用いることは、育児ストレス

軽減につながる傾向にあることが示唆された。産後、母

親が医療者や他の母親と関わり、育児についての相談

や気分転換ができる機会を提供することも母親の育児

ストレス軽減のための有用な支援のひとつと考えられ

た。育児ストレス得点とコーピング特性の得点の正の

相関関係の結果から「他者を巻き込んだ情動発散」、「回

避と抑制」のコーピング方略を多く用いる母親ほど、育

児ストレスが高い傾向にあることが考えられる。「他者

を巻き込んだ情動発散」、「回避と抑制」得点とPSI「C2

子どもの機嫌の悪さ」、「P3夫との関係」、「P4親として

の有能さ」得点等との関連から、母親が「他者を巻き込

んだ情動発散」や「回避と抑制」のコーピング方略を用

いる背景に、育児への思いや夫との関係、親としての自

信などが関連していると考えられた。夫や児への思い

を把握することや、育児の振り返りを行う機会の提供

など、母親が育児への自信を得られるよう援助するこ

との重要性が示唆された。


